
『交隣提醒』について－その5
－「梅田、’／潤む編纂委員会所蔵本」と「雨森芳洲文庫所成木」との異同

ILと　　　　　漏

［まえがき］

雨森芳洲闇Ir」交隣提惟』（1728作、く刊保13＞）は著者が61歳の時、永

左目こ旦る対朝鮮外交の体験を踏まえ、当峠の対馬藩モ末義謝こ献じた断離外交

の指針であり、氏の代表j引乍のつとして知られている。現在、l司剖ま「滋賀

県高fJ町1一／観舌の甲歴史民硲む料博物餅所祓」（若洲会所有）は重要文化財と

して指定されている。なお、Il・1割こは5和の異本が伝わるが、本稿は筆者が

1997年8月、「矧kll上随編纂委員会（韓国果川市）を訪れ、当委員会のマイク

ロフィルムから撮影した∪交防掛掛を原曲とする史料を完全解読したもので

ある。

本稿に先立ち、既に木おの形印と現代語釈をそれぞれ　‾人阪経済法科人■、戸論

集』の節90弓（2006年2月）、第92Fチ（2007年2月）、第94Lプ（2008年3月）、

第96号（2009年lJJ）に発表した。本稿は他の写本清′ナ：版つ交隣擢醍』、即ち「雨

森芳洲文庫所蔵本」（聞出人′－東西学術研究所史料集刊11－3）との矧nJを考

警≦するのが課題である。

［キーワード］：l、l寸森月洲・交憐提醒・1728く享保13＞・対糾椚外交指劇・

鴇回国■赴編纂委員会所蔵本・雨森芳洲文庫所成本

1，はじめに

本稿で扱うl「交隣提醒』は、1728†「（封保13）、雨森若洲が61歳の畔に氏

の良く1に∪る対酬鮮外交の体験を踏まえ、当時の対馬藩主講義誠に献じた糾離
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訂交隣捉更級口について仙その5（呉）

外交の心得書で、格調高い内容を右する芳洲の代表著作の一つである。

筆者はこれまで『交隣掟鴨川こついて鋭意注目し雨森芳洲著hJ交隣接蹄剛に

ついて－その1（人l紺経済法科人学論盤．第90りく2006年21」＞）、雨森芳

洲著『交隣提照」1（端岡、‘／＿岡■吏編纂委員会所戚本について一一その2）く同．lf第

92巧く2007イ12Jl＞、雨森芳洲著『交隣捉醍Jl（現代語釈）－その3く同書

第9小三く2008年3ノ」＞及び■ノ交隣提醒』（韓脚立Ikl史編纂委とユ会所蔵本）《偵

典解読》　その4く同書、第96弓、2009年1月＞を論述した。本稿はこれら

に続く論考である。本吾の完全な原典解読は本稿が嘱矢であることを記してお

く。

ところで、別／1、伝えられている　rl交隣提醒』には5種の異本（漣滋賀県尚

∩町の「雨森若洲如有所蔵本」②「東点大学史料編纂所所蔵本」・3）対馬のIll威

力即丁の1中央公民館所蔵本」④韓国の「韓国M史編纂委員会所蔵本」膀・「韓阿

川立巾央博物飢所成木」）が伝わる。

まず、「r自J月町立観月の里歴史民俗汽料餅所戯」（「月洲会」所ホ）で、重要

文化財に桁定されている「雨森芳洲幻聴析蔵本」の『交隣提矧」について考祭

しよう。

本．巧の体裁は、257cmX195cmで、76張紙の棉紙、袋綴冊f装、堅張、

紙紹四針眼で原表紙は矧批外題、内題とも“交隣提醒’’とある。奥Ll‡には、－一幸

保　雄戌申咋l二月二十口、雨森東五郎”と記され、原装兄返しに‘‘雨森顕

允と鵬海が通ilほれ再筆Mとある。因みに、顕允は芳洲の長男であり、鵬海（1698

～1739）は芳洲の　代目清元の雅弓である。つまり鍼允も鵬海もr司一人物で

ある。

先の「芳洲会」は［銅1162年春、本史料を底本にしてr交憐捉酢・抜粋・現

代語訳11を45日のmfにして川手】した。l人1みに本．1‡は公川されていない。同

かの‘前書き’に、次のように記されている。参考のためにそのまま列挙してみ

よう。

∩干こ十四段に分かれた本文中から十Jl段を選び、現代論文を添えました。

0芳洲書院よりお侶りした若洲l虹筆全文のコピーを更に50％縮小コピー

したものをj E辻に措きました。
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『交隣提醒』について－その5（呉）

0現代語文のテキストとしたのは原文を溝ノハこなおした「雨森芳洲全集二」

閲西大学東西学術榊プ理J刑子Jです。（以卜、崎）

次に、韓同の「節目関係史学会」から原典を現代輔「上】請で川行されたlJ訳注

交憐提離日（韓日関係史ツ会編、国学資料慌刊、2001年2月初版発行）を妃て

みる。

本書の発刊辞（餞同語文）には概ね次のように。己されている。
“まず、「韓Rl紺系史学会」が1992年に殺、■／されたこと、本吾の十り千丁が韓日

閲係史分野の姐礎研究に多くの寄／Jをなすであろうとの期待のもとに刊行され

たこと、∪交隣提柄　は．1㌢体と文体がとても難解で、まだ日本でも訳注本が未

刊子」であること、このような岨即〕申で、我が研究者の数年問にLlる情熱と労

．■！；によって訊注木が川」されるのは実に意義深いことだと∩わざるをえない”

（日本語訳は等ポ）と、記述されている。

ところで、筆者（呉）は、韓国国史編纂委H会所蔵本のレ交隣提耐用を底本

として原典の現代日本語訳に努めた。訳出の過程で、芳洲文庫所蔵本のl「交隣

提醍』とは内呑的に妃て、漢十衣記、単語など、大小の柚遠があることが判l目

した。

ところで筆者が入手したマイクロフィルム緑彬のLl交憐提惟』の1日には、「撮

影指示書」とあり、1994年9ノ」の日付で‘次ぎのどとくマイクロフィルム文書

撮影を指示する◆（樺国文）と国史編纂委員会資料管理等長宛の・射こ始まり、

振㌶文パが「封馬烏宗家文．1‡」であること、使用カメラは、「琵十M2」、使

用フイルムは「35m／m」、揖彫日時は、「19949」と明石己され、次頁臼の鎚

岩臼剥こは、図書名がl「交隣提醒仝』1728年（範祖4、享保13）17×235、

と記職されている。

以上のことから、笥名が入丁したlrlJ史料は筆晋が同委員会を訪問した以前に

マイクロフィルム拗影されていたこと、lIJ森芳洲文庫所蔵本lJJ交隣提醒日が

76張紙の柑紙、袋綴冊子装、撃張、紙繊川針服、原表紙茶地、外題、内題と

も交憐堤根、原装見返しに、雨森顕允と鵬海が並書され直筆と記録されており、
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体裁が257×195であるのに対して、悼国国史編纂委員会所戯本『交隣掟西剛

は、雨森月洲文塵所蔵本「「交隣提醒』とは明らかに相違する。それは、韓国囲

む編纂委H会所蔵本『交隣提酉別は四針眼61張の縦線罫紙12行の袋絹冊了装

であること、奥Hには、苧保l三年戌巾卜二月日日卜1才森東五郎撰、と記録され、

各袋綴中火の卜段には「菰推萱」の二字が確認できることである。したがって、

同所蔵本は、、一1時、「菰涯愕」なるところで作成された用紙を用いて声己録され

たことが分る。また、本書の最後の部分には、「交隣提醒」に続き「新鮮風イ貧

乏東」（L張半）と「武器之事」（一張）と記載されてl「交隣提醒』が終結する

ところから、記述の「雨森芳洲文仲所成本」、「中火公民館所蔵本」、および「斡

国国〃中央博物餅所蔵本」とは異同があることが分る。

交憐捉醒日の書誌に関しては、硯在伝わる5種の版木の異同の究明が今後

の課題となる。次に、本稿を閲覧、解説する際の留意点をいくつか上げておき

たい。

〔！J・現在、雨森若洲署の【「交隣提醒』の写本5種の中、いずれが原本であるか

はし」卜、解明されていない。しかし、写本は原木を参考にしたはずである。

伝本される過相で読みやすく理解しやすいように改定された形跡が見られ

る。

豆）原曲ま等写本、縦LLFきであるが、編鮎の便宜上、横書きとし、可能な限り

」「確を期した。

宣・原典は18L廷紀初の作成であること、著者独自の筆者本であることから筆

跡に筆者の癖と特長が見られる。

執　候文で＃かれている上に、所々に撰文交じりの表現があること。ひらがな

表記は市．1字体で吾かれているほか、カタカナ交じりの混交である。

痘）略字が所々に見られ、当時の日本語文に相、⊥うに熟読していなければ解読は

閃難である。

⑥　焼蜘こは古墳日ごとに一一’と記し、l天分しているのみで、各項［Jの番号と

題目が付されていない。そこで、理解を期すため内省上、54の項目に便

兄上区分した。

〔か　原典の解読で明らかな表記上の間違いが散見される個所があったが、その
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ままとした。

㈲　机日ミ注釈は、lこl、1森月洲暑　交憐捉醒』（現代語釈）－その3＜人l販相済法

科大学論張第94トゴ、2008年3月＞に公表した。参照されたい。

丼・本稿で考察の原典は韓国国史編纂委員会所蔵のマイクロフィルムからの峡

しのため、解読がイ刊」な個所があるところは、●で処理した‖

⑩　所々に文字の大小が見られるので、小文字表記が明日な場合は意識して便

宜卜小文字表記とした。

【凡例】

1）本稿は、∪交隣提醗（械回国■吏細第番H会所蔵本）掠拍解読〉を底本と

し、l「雨森芳洲所蔵本」lに見られない文了は〔‾）の囲みで文での大小を表したゎ

また、所所に見られる表記上の異なりはそれぞれの文丁の卜部にルビを附

し表記した。

2）その際、それぞれの僕7（文‘Hの真卜のルビは、それぞれの浬ノ㌢’（文字）を、

また、それぞれの洩与二（文7）の真上の右のルビは二」該浬ノナ’（文7）に続

くことを点す。

例）㍊→足ハ、ノ蘭席之儀ハ→計二上笥之義ハ、應之庖致之候越→止、し処

いたし候を、

3）本稿「11に、所所「より」の略字体「J」が見られる。これを作7しルビを

附して豪記した〔その際、「絹l止掴吏編纂委員会所戚本」では「与り」「よ

り」とされ、「雨森若洲所蔵本」で榊こ「イブ」とだけ表記されている場合

にも本桁では便宜上「JJり」「より」と長石己した。

4）現代語の表記「、lMちかに誤りと考えられる表記の場合はそのままの衣占己

としてルビを附した。

5）本稿l‖こは　＿重のルビが附されている場合がある。それを現状のパソコン

技術では処理しきれないので、次のことく、それぞれ「シャキ（シユビン）」

のように・列にし、ルビを附して表した。
／トトり・／ノr′づ　′りJ　†

例）溺　器、　侮　芹、椚　イtT

6）所舶こ1こ線を附したところがある－，それは日意をl喚起させたり、語の解釈

－5－



『交隣提醒』について－その5（呉）

上、再考を要すると思われるところとした。今後の筆者の課題とするとこ

ろでもある。
ソノ、いり－ノ　　　　　　い　上せ　　　／　イ　リ

例）些上、以川之イl、土u迭

7）本稿作成に当たり、可能な限り11三確を別したが、著者雨森芳洲の表記卜の

特良、文字表言己の大小の別など、原典解読が頗る困難であった。ゆえに、

筆君のノJ「六不足のため所所に誤謬がありはしないかと怖れる。l毎後の‖111二

と叱正に期待したい。

2，『交隣提醍』について－その5一「韓国国史編纂委員会所成木」と

「雨森芳洲所蔵本」との異同

（う剛鮮交接之儀ハ第　一人情時勢を知り候頬肝要rrlH疾。異ノ内筋ゝを分イ諸

事J′簡可致車一帖筋々背中候ハ足者戯底力乃了簡一預り候事、是ハ東莱之了

関山候事、是詔宵共計候＃是ハ商人J川形二候事頑夫々＿一分候而思慮細目へ皿

應之遮盤之候題筋々越分童盤Lll候。堂登へハ御買米之偵またハ宴席之偶ハ、

両圃誠信之「′〃〕約條相楽彼圃相廷一札屑㊥候卓候故、御甘米みl火ク人刺候

哉否、又盤宴席例⊥℃之通有之候哉否之儲ハ、朝廷方東栄之了閤二預り恨事

候。御商H之儀者、利分有之合方扇ク収得共、荷物越持来り合力不用恢得書

荷物手、1東⑨ィ、申、専ラ商人之什形有之候諷二候。然㈱所御買米又ハ宴席等之

儀一ィ、」、急度目川1、一拍＿一候而も御商買爾指支可lい哉と存候而州之、享■，又商物持

巌附足イ鉦南畝時節違ひ候得八束乗へ申達；何轟そ㊨商買順便

成候様爾豊存候類盤筋分チ申さぬ不パ萄　耐疾。以前義偽船之事有之候時、

最初書厳ク被仰然候御7鞘之様口相見へ候慮、御繭買　立rlJ小哉与長押1ノブよ

り申来り候ィ、J、川沙汰入渠爾柑Il、候。ケ械之類冥筋之分チ無之、人情時勢

こう登起蔓口川」候惣休日本内之瑛二候得者、足盤商人＿申事、是抑町奉子J三中

條事、定盤御者中耳川1人候事登巾、差別自然登瑛ノ陶勘鯛人々石之恨事二候

得共、糾椚之丸成候得名やゝ豊も以堂之候得苫㊥混　雑　候Il】へ只所心越川

㊦nT小事二候。

（二）商買之事商人之数越定メ御閥登貿易致候様登糾延方与り許之被椚堂啓
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礪‥㌫両人′∫仰仙J…遺産州仙越鮒け題盤人参二品人乏産出迄候類

ハ糾廷より足又禁之被置ノi；瑠事に候両へ、姦曲無之様群小達恢類′、格別之事

候。荷物趨大分持束。候様余澤ゝ卜知を頗ミ候小者誠＃無益之事帆彼方

合力′ノ路しく候へハ分別こ刑罰を‘簑り候中二候得登等も潜商之倣月今ィ、断候ヲ

も川て見巾候紗、彼方合方／絹　桁毎ハ如何裾酬廷吏藁より被巾ィ、」・候両も利益

無之商売脚†致様候故、l拓克之儀占朝廷束英之預り被り雄二面無之帆

■l一束之歴々之内面買加り被J剖衰′ナ申刑もイJ之。公儀之荷物与巾持乗候弔今

蔓大も有之候山へ商u之儀苫剛廷ノJ根菜之預り被巾帳・1Ⅰ仁や無之候尊者被中

間敷与Irl紡可有之幌。是亦混雑之所見候聞能、・車行蹴倒巨郎⇒衛桐畑も

（リガ鋸朋掛川計量之候得′＼封州之人ハ嬰児の乳を絶候ことく＿候与彼の伺八

人常ホ申事吼此方こいた手越附天候第一之　策止存居刑軋小川叉二郎飴

寸之嘩館内之もの銀　杏与巾別那人与殺し申Hl志川め間傍題・獅羊人共イ】之

死骸を取目し侯f束東がH臥ムも捌け趨日本人山しィ、巾イか、ゝ選ぶ＿毯蛍

以堂し候様二番被巾什侯博令、耶禦押せ糾・致し人用セ小俣1扶節導羞より

不中山保内二飢内ヨリイ∫之科人之事申出候首行Jふ　早速餅守被H捕侯両へィ，之

佃令掛【ル侯両もィ、及侯キ。此後翌ても御図より不持戒義被被仰掛侯カ、又

者不牲成被成万有之俣ハゝ、成柑御商買之友二成俣事もrl拍之俣得共、可被仰

立事ヲ被仰附則略、無休一徹倶撤市可致様無之保。日本人之偶者　御商買趨

惟命の占とく遊一切裳＿＿以堂之侯とIll小龍ゝ存州利札「汀1上†ハ謂館共訂策二而

開・l】越ノ且、婦らせ侯而見せ快事右もイ丁之侯とも／Ⅰ三校之飾苫前も巾俣登趨り呉筋

越分チ、事之人小棒重越勅耕し、弥l用巾二相掛レ・ホ候ノ勘イ丁昏小川榊「要之・lL

†疾。

（円）御買米之儀釧廷二l†lい別車無之俣得とも東来また盤武宮とも巾含巾聞

†帯らせ操車毎々有之山イ軋利貪り侯封偉　華　もl司前之事l巾、廉明之毀

人相二口J右之二l両も無之ゆへ此所気越ィ、」lけ巾・拝候。

（市）御買米二秒沙Hもミを晶へ叉如く趨和し持来⑨侯鳳専釜山
F■：lて丁〉l押上〔ノ」ノダリノl yノ、／

公　　作　来　由餌米仕形与胤l量目購】、此後叉ノ，様之制かヽゝ、飾l力之役人

州一合‾宴7之節、イr之米越俵奈から東湖摘船持出訴候様二致候嵐、第一之墟

置料候行目館内二面米を詣馴嘉⑳巌外爾中井を加へ侯義、来歴有之什憲
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『交隣提醒』について－その5（呉）

事と者相見へ俣得共、分明二英訳難知虚有之故、東莱之分二加升も之候ゆへ、

右之仕形二候段役目のものとも申候間、加升を相止メ候様二奈登と有之時、媚

論二肌nJ中根あ恐有之帆綴芝右之義幣占⑱たる事無之候0別升之義

も大要者具備相立酎　一作記録二委細記し円候、此後加げ十之訳弥分別こ成候ハゝ

具節者右之通東莱rr直訴致させイ封什形㊤可然候。

（六）送便二催渡り候者貿易の多女罷渡候事登相心得ロJ巾候。糾那之吾∴苗商

船登山之。送使之外別段之御用布之被指渡候ハ使者とlト軋傾。送便二罷渡候人、

多クハ何事二什罷捌適中乳曾而其心絡無之篇二馳走与謝夷妄左盲腋⑨候壷

行脚夷族も之、気⑫毒成啓一恨。公儀言湖ゝより被仰卜候ハ、両凶誠イ占　ノ】せ以

年中－＿式拾JL船ツゝ被指渡候と被仰上田、商船登申事ハ柊二被仰1無之傾。之

精キ御尋無之候ハゝ此方諭轡壷帽㊥酬卜候藷及川敷候D

（L）兼帯送便之儀者　御内謂之御約束二而公儀汀f■知レ候事＿－1†l滴無之候。

去起御舶之巌起、彼方軋翫幣省⑧候姜蓑、数■年兼束鱒棚と

被仰「侯／ヽゝ別事石之開放候。御閥漂船等兼鱒二金主達候も同然之心H候。押

此等由事　良和＿蕾り常類事二面も無之候山へ光明正人之人才一】シ【ノ御、一／被成

候節者必者相改り中庭l師丁有之帆

（八日怖洒人共．指鼓参⑨候面掘遊鎚給し馳走被成候嵐∈之候所、留

易の績罷渡⑨候送僻彼方よ㌧弛走破致候訳去胡人之開削）妄左申凱凍

⑨傾ハ遠矢壷する壷ポ㊥芙駅馬遠給し糧郎具皇道候段、宋史も相見へ柳

鮮　も異例＿準しら連たる二l而候。彼方二収候而者農大之彪置二面此方二蔓り而者

心二女しか望起事二面候。

（ノL）彼地ごγ被渡候人定り多る日数の馳走をう希、日数め外一出候へ詔乗を呈去

謂収Rf巾と致し侯。所二色、の用事二託シ口数の内』制札以堂之候儀、甚以ィ、

聞㊤事」‰比価表決而被指許聞敷事」違。嘉不得己用純之相同逃し俣者去、

逗留之日数たけ馳走をうけ、租残候分晋辞退致し侯へ登急度可被仰ィ、」中一傾。ケ

之儀朝鮮者別殿之事之様一柑心得、歴々二面も日数ゐ内二帰閥可敦と存候。族聞

こハ有之。不義のア】を残し御閥之風墟悪馴夷登朝鮮人存込候而晋、L之御外聞

不H候と中所＿心付無之候段丘嘆之事【帆二l耳石其幣相11一三候得とも其以前

までは御家中扶助の多女登右之。被遣問敷）州更ヲ被遣、毎度論談二及候事有之。
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畢責者上之御為ィ、址事＿候。

（十）送使金吾＿迫＿三頻之卜訳ノ白「之宅r参候義イ＼′∩’水。弥ロJ被禁中こ候。

（卜一）斬新甜相務候御殿人　絆ノ、〕′裁1′り一代舘晋勿論之事＿一條。輿外二者隣交之

駈付適詞よ。切要成服人言堅他人寄⑨候両去・i語さへ昌巨通◎侯へハ

相済尊〟侯へとも、聯以左様二面粛無之侯。人柄も宜く才角有之義理趨弁、上

之事ラ人切口付保省而無之侯l柿沼誠之御川＿、■／悦。適詞尊者難伸、必定阜二者

成候蔓も利益有之Ⅷ敷板故、随分異人ち御撰被成候義馴斐之御
‾ご「1ゝ′り上通ul■州「9　ウ川1　1日測りγ　十日い■■H r戒　小

事　　　　　　　　　　　二候。才了適中之義全面切要奈留役人＿侯とし帽1一ゝ

一者難申尽帆，

（ト一二）適事取次致之節　訳1‘棋登丁目邑】而巾合候事三人こより何事ヲ小幌や、

此方之申分越Il‘欄彼ノ汗達し彼方小事虚血此方へ巾候得占相済候虞イ上形難心

壷欄遊、一′ゲ人有之胤足去朗と■も・■・ロー】二蛤㊥加汁購品哺之繭

⑬　甘二義一より離事も有之酬八一軋疑可一博言．無之侃ケ様之義人惜

時勢二心適用㊥中侯人如然卜相知国中軋侯。如．1徳信使之峠何口＿儲け1

途被成侯と被仰侯遣侯巨イ吏㌧者其＝御「刷搬酬拍宣■1心桝肘＝船之甜紅机上

相聞侯払拭口　御「途被成油圧叶今田②鮎之旨被仰遣イ蕗去、如

被仰分芝様＿被存是非山船。J致壷の…日、射」適詞を以②被仰諭侯面も承引

無之前日二成り御川人被遣侯血も快き返芥無之晩t；し成上々官を以御犀塵へ山

船の義被申し仁梢孫イ1衛門取次＿＿而、何登そ明日州拙文榎／f登懇望向之目上

相田川東ゆへ、束五郎巾候苗、以前より之信任諸事殿略瀾任被申候様子無之。

此度之イ言値芭先頃靭鮮出船之糊護f②便且凱凱之。殊㊥信便局之枝先

申候所　今？より段々鍋釜迄恥．乗七喉仏二候得者、－1今之Iltlll々懇望向之

111▲二lrり無之。㍊非明日致出船喉問ん様＿御心得被成昼・歩様＿豊之目上＿l析可有

之候。此ノJ様二宮懇望之l＝之様二被思／寸、容易二御返答破成　明日に至り直川

齢被致候様子J之候両賞　御州即題無之事二候問、通詞を御呼被戚　便片㊤

㈲之1日ま川すく＿巾⊥候帆被仰付l】J然巾、I11城弥左衛lり㈲¢御呼候ィ、」、

東正郎弥ノ■街門糾」候者、皆建つ｝之放レテ成不申候様ゝ－と人切＿被存取繕適候段、

成程ん様■1J心之雷候得とも、今日之義ハ人切之事一候聞　卜々円共巾候U「

超ま川すく爾無遠痛被中【ロ†然候と申候得者、左候ハゝ上々官中間候二倭より
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之IIL、順も比敷口J然候旨齢持共中候こ付、明日弥致山船候閲　殿様二者跡よ

り御侶■／舞被成次●御出船可被成と之趣竺御座候登申候故、人より5驚人らせら

辿　御家中一統夜之l軸吼良．悠院fr相詰、翌？三傑川田被致傾ハゝ桁捌候様二

壷御被仰付壷藁柏二候。ケ様之儀着通詞之申分封紗仮面も⑦⑳㊧．湖中

帆イ1之外送他愈南朝郡之事不案内之上より㍑らを租中越訳官へ被申候時、申

問　而官冗取汲ひ、また者訳官とも申分＿－より送便愈官より早速返芥難成可有

之と榊英ヰ用訳官万感おさへ置　相應∴送便余日と．巾候而憶座等純捌吏苛もイ†之

候。ケ様之選一什候而も兎角過詞之盛者切要の役人二面帆

（1三）日本と軌鮒軍書　諸事風儀違ひ髄も夫二應し違ひ候ゆへ、ノ．様之底

＿勘弁無之日本之風義等以朝鮮人二交恨事晋　‥軋二より喰違候事多ク有之帆　イー

付目に首途三被仰遣候事も日本爾者首途と乗船との違ひ有之候得とも朗那爾者

〔・l途登■l噂可イ】之械戊無之。殊二首途と－1ち越署しむ類登吾たる文一ナ㌧候得苦、

文字之上＿lruも乗船之弔登仙兄へ候所より右之食違ひ出来多流　候。是政享保

信便之節爾入御小鮒之川隈を兼而被仲人、首途儀老木被仙人候。此外＿もり木

川本1ィ。て『キ登存候車越別鮮人不屈登相心子軋　日本二面不ノ丘と榊美事　糾那人者

宜　登別細隈も無之軋恨ゆへ、糾鮮盟重之人為ヶ様之虚空心封‖弁可申

札幌棚湊射場を学釧組儀■而候故〃物之上面心得丘唐之風翫㊨合

点　候得賞、十二八九ツ迄者朝鮮之風義も推手知レ中郡二候。兎角学問厘之候

両者此義も難成弔候。口本両天者歴々の興人寒気＿も抗越満只り、鎗持跳箱

持ハ越塑盟等塗り足拍子題取り偵ハl巾、定而朝鮮人之心爾里川苗奈留登行目J申

叶滑思㊥候へポ、蜘蝉人之心爾盤尻腰満具り候感無題凛見、職裏を塗り候盤異

形岩滝壷長足机1適取り候六労役を招阜候不調法完相似∴「⑮笑候

より外無ふ亦朝酢之心爾者異身ともの喪越務　泣　異致し候休、R本人

見小候而ポ感し・イ小と〃候得者、けくは嘲り候様二有之候。此観∴巾‖ト本桐鮮

走適之ある所題察し可申弔二俣。此已然園丁之庭二割可越和へ被椚俣哉登尋候

人イ1之。朴愈知返答＿麦越権へ被置背中候得老　親ゝ　卜園　傾豊f打実ひ菓留

人も之帆走面的）鮒◎二品も相和捌璧巌之闘輔雇濫歯上之

御身爾も稼稽越御忘無之登Ill伐て占米人之君之美徳一以堂し事ゆへ、定而日

本人感しロJ存候与、イ√之■キ緩く答候虚　却l凧l木ハ嘲り越受中候。諸事此心得

－10－



U■交隣提配　について一一その5（異）

ロJ有之巾一候。

（十川）ll本脚削畑し儀違酬紺f日本之哨好底義′1購別鮮人之事越察し俣両

者　了簡違ひ爾余り可巾佑不評肱成人鶴日日仰向之公憤合以糾酢を取捌ヰ

可巾苦行侯人もん之。足苫猶々笑l卜奈流事一r侃上山＿迦雑物奈轟。揖保俣灘Hl本

向之如く味すくは姐ミ肘人盤参・′。申さぬ中瀬澤、剋盤之力　省成程扶心得人々

有之■榊姑得八、祀農作汰之卓二J友侯血者　毎度日本之風義等以軌即之恥越鹿椚

致し■寸巾与仔侯故、折々J′間違イ1之事一條。域外酬野人之み登り」．▲柴二糾らハ

しイ叫侯趨日中侯与、軌酢人苗立地奈官物隠し、得、剛鮮人之長袖爾大在便り

侯越見申俣l仲糾鮮人盤ぬる紀もの登心得、．沢ノ【‘けい、中＿止侯役人爾而侯故、毎

度双方取紺俣虚より虚∴越巾侯越兄申候l†l用い別鮮人盤うそ越津紀中国由心

得俣類麺も付前島導く帆別那大義り廊」㊤齢∴し小柄適、
前後越ふ満へ堂留紬毒之深しさJH人　恩奈豊鰯兄巾吊j敷帆吉日．tf今の．1㌢伸鯛

も通し居巾俣軋下々尊大も缶一且竹雄漁IT々日本人之及中平＿両省無之侯しっ昆

牡而立廻り日本人之rifきりめきたる様ノ、兄へ不小イ粟へともイ‖佃そ掛目侯得

者　仕形存之外す留鷺奈留事∴仇此以l清歴々之内†川1乗り抑而多人称被参

候越一汲之内くさりを以、船を■＝礪詔乃あげ殊中外、難義被致喉・串も有之。其

外信使之昭、馴1候■山塊皿一吹爾天発足の偶を聞　l吹爾人揃、吹二rrli

HH被致侯＿一人後レ侯もの無之。船乃乗卜りとても同然一侯故、上川、l′⑥′▲く

川、7ち　尊　侯得者彼ノJ＿一首料」ルも返り侯東無之侯。日本人苫髪趨結ひ丁洗

をし股引脚絆越し刀脇ノ1′をさし印籠l‥ボ越さけ可中と致侯内二Lツ止占六ツ

ら■ウ」友り′1、ツ止書Jlツ∴七・成俣故、初蓄別那人之力持lm師丁小幌と、刻IS艮前は郎l力

線仰合俣ルー√然をも之俣得共、柑後者　便之力宣旦吐上ら連候様f＿＿ム之候ィ、」、

刻限を有休被仰合侯様成侯事　人々能仔居候車」藍訳′在共者小二た侯もの

二俣ゆへ折々間違奈留越中侯も足また山然之勢伏。日本尊大も申、一／侯而事

題　扱侯人指自然トノ■様二有之もの＿悦。朝野或皆々うそ躍進起侯様有之侯而

享惧国立＝神様も無之市川■i、う孝壷侯人も石之俣そ大祓習㊤⑲二面、ふ

ノ′ljl蓮歳蘭も嵩端たふ悪俗＿繭甘挙也諒∋うそつ起可小桜撫之事」夷

ゆへ勘弁可石之軋促，此前銘々之囲岨ノ止し紀な存侯者　flt剰揃之事＿候得

とも糾鮮入善日本人壷言葉之上篇相争㊦◎不巾様適しイ適†息と⑬冊
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侯ゆへ、毎度只国之事趨謙遜致俣虚二目本人者却而我凶之事与常竺自慢のミ

以菅し、洒ゐ一弔一面も「1本之酒者∴囲一二侯得ハ皆達も左よふ爾ロJ被存と

呈上迫子ゴ■七、的鮮人之返答二成糾様二存侯と申候得者弥共通⑨之露仙［滴

れ顎も無之人＿侯とl入江、爾禍嘲り候所二心ィ、J無之侯。日本之酒を二二図一一侯と

朝鮮人存俣事侯ハ、、皆とも異曾之節R木酒古そ才ダ宜以堂し延可巾虚心左無

之侯ハ日本人之日合二者日本酒宜敷、朝鮮人「1合二者朝鮮酒宜し貝唐人の11合

二者唐洒よ蹄し貝、紅五重乃□合二は阿刺‾．量子珍陀宜侯段、H然ゐ迫押爾大悦

此己前　訳官共参宙之節あり休越巾様＿登相尋侯所我々者塾捜丞属叫侯ゆへ

よろしく㊧存侠壷中も有之。又冊滴篭′、俣得共晶連出、巌豪傑二

㌢轡羊描く侯と串も七之㊧0御嵩卜露醐二棚を好三村銅御■【詣
薄瀾りを好ミ侯。同然之心持二俣。左侯得苔此方二宜存侯とて彼図もE散

存①二桁J最心糾中壮州無之侯。衰微恥晶何之乱立小さぬ軋侯梅

とも、ケ様之事二村11本朝鮮哨好風儀之不同之事越察俣一筋与存書イ寸田中候。

∩又日本ハ提灯蝋偲府之。夜行二者是より外　便利奈留事無之侯を軌酢とも針

内之提灯を侶⑨侯事ハ逃し侯へ六某【右二撼俣ヰい軋之侯を、馴侯夫、分

明御礼沌存俣・通学㊧榊俣去鈍キ胤猷俣与存俣斬之讐0轡之附之

占竪工日本船を桁候大皿凰乃費も無之。帆乃とりさ者紀も心やすく齢の卜も

相聞キ走りも最U慨事二俣得軋曾美学㊥可巾与表し傑人も軌と。新羅芝

和昔侯→瀧単性。米鮎崩せら嵐美与帽壷軋相軸覿異扉抽
越借り我同之米越運ひた類尊小事お可し紀事二俣へとも、豪傑閉門之人二面無

之侯得苗、異国乃遊里越変し侯事与古今とも難成苛と相見言侯故　彼国書・寸り

11神事」址無之侯。其内提灯之右姐捌私事二面齢盤性命之安危二班侯もの＿侯

へハ、他国澤よ紀■匹を学ひ不小儀鈍キこ楠り侯ハゝ、同と並主内　もIl本者別

Ln長大嘉島露揖晶有之侯。御国之義鼻他歯壷、過診申候苗＼日本船朝鮮船

イ′lり様之違二巾信便被目迎候節指立侯事有之侯二付船之形巽形成よふ爾有之侯

面も糾鮮船之心持一船≡御遣らせ被成度思円†夷与公麟瀾仰l俣天、無用」上俣

八とハ被仰‖澗傲侯で　■州▲王隼もL年も④㊤朝折船あ過⑨刷、晶遠御造⑥せ

被成試致し嵐侯械三御船頭l帖被仰ィ、J、弥宜キ月相極り侯時、公儀瀾仰L御門

船を始メ軌鮮約八如く　成俣事成申満し紀毛の爾天も無之保。　廻り之儀ハ
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甲船封R類侯様一被成俣ハン、冊形奈留やふ個も肘＼■冊軋朗鮮船力通り俣

得名刺巨侯丘此1滴後船頭内坤②⑳人もイ之，殊＿朝鮮船喜祁順＿扇二

中人、外二も間爾者イ√之侯ゆへ無用之事奈可ら卦棚卸乳．併ム隼もL年も御

試有之たる以後奈ら大書容易二御究被成かた紀中二l巾、殊＿＝今ハ日本船糾郵船

冥形ノ甚違⑳イ疾へとも桁を巌J酬鮮齢一痘佼様＿わ侯ハゝ、潜商之粧挿Tt

弔ロJ有之俣ゆへ容易ノ、難成中耳御J折衷。

（十九）イ∩使之時　公儀御代宮之ヰ梢付　側鮮力へ遣保崎、韓愈知坤侯ハ　代

官止有之俣両君　甚解く榔卜郡　外之ノ自’名甘掛倒軋＿背中侯。足者館内二

而代官登申侯苗軽キ役人＿侯故　如此巾多留＿而イ丸夫故御代官衆御憤り之場

所越被聞合、何之郡′、1’登Llf付被遣侯諸事＿此心得可〃之ヰし侯。

（十ノ、）御家老小　ノ、仙之H服被新保事Il肘1二始り帆此義兵訳有之侯而之

鋸戎品此後不柏離削禦㊤平準　　処　　r…と

（lヒ）人和信使之時先例一任七岡臓之御使番を被遣侯所、イ・・J之甘二　御成澤

二位被相尋侯慮、11本二而パ‘宰相侍従諸大人余登中俣rrl】禁裏より被仰付侯

を官尊心得居候のミl宿、唐・研酢一耐7号糾lハ元来今之役背中弘一侯日中心得

無之候故、無官之人＿侯豊適詞とも答侯．付、公儀乃禄趨食ミ御使う務侯入超

鮒羞青海・帽ハ不足議㊥蒸射り柔と　使殊◎外　う是かひ被中鍼由

低。皇達ゆへ1仁徳学保之信僅こハ許打越被相藩侯天　瑛子封郎以筈侯様＿－1卜過

詞共汀被仰付侯。信便之嶋　こい．乙も無之　御凶之人送使命閂一渡り保崎、必

ハ御国二耐口J之官ニー侯横割りそ封臭事イゴ之侯。左様之節老役義和勤侯人＿侯ハゝ

兵役　も川天答へ御番へ通り軌メ居候人一保ハゝ、相即函■r保と答叶卜候様二通

詞共rγnJ被仰付阜＿侯。仁以1＿之務侯趨官豊中、仁以卜之軌を役豊中、其分レ

郡品拭分明二有之侯嵐武家之批成⑨侯よ。壷可小人をも壷pHへ

侯様＿成り多留雪＿傍目

（l八）東面信使之節　第一気毒＿侯者　戯之車＿侯。委細ハ苧保信任之脚記録

二記しも之侯の訳一日・ハ申開一而上接し俣殿、⑲㊥．相机居中事二俣へハ、早保之

例越彼方へ可被仰掛決無之事イ軋何登そ前成二公儀言被仰「可燃事候。有機

二被仰トロ†然紬之侯ハゝ無則▲車　力洪之㊧。御坂繕崩順候．FJ】ィ、叶事＿侯

ハヽ、彪之義′lキ物之弔一條へ君勿論於慶をも持舶侯へハ長途之うちおち申候
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か、又ハ病臥成り侯て者如何侯ゆへ此度鷹ハ精出可申侯得と′も、別巾敲ハーt‡

栽不住筈警けll侯「闘　左様＿御l茸】置可被下供与、兼而御老中汀御届被成薦さへ指

州候梢一被成侯ハゝ、是非丁規之適別規之迫別幅二⑳惑俣様ことも有之㊥脚式

哉。鷹被指H候様＿一被成　　侯　　共時如何様　も鹿田有之事二俣故、礁今雷蔵

致し椚俣＿イこ及イ九

日九）止徳一Jエ保之両度之信使者朝鮮人尊重キ論談石之侯時、佐役之人必ハ御

用縦軸。始終を能存知屈伸候故、拭後記録御仕立被成イ唾節轡人壷論談

石之俣重キ事之分首佐役之人より書ィ、J指トケ御記録二被吾人侯。天和之記録ハ

日本向便名往来所、馳走之事者記有之俣へとも、朝鮮人名御論談有之侯重キ覇

者、西九三．綿蛸甘【へ被致相侯付違却有之俣此儀ヲ始メ　一事も記無之侯。ケ

様俣l何者　渡来信使方之御用耳相立俣記録二而者無之侯。重而信便之節者申

キ脚論談之讐一相談」頃畑侯人一群敲二品も三人二晶成⑳⑳利根ら論談

イトと候ヰの分ポリ速く爾‾－If付吊、東面御記録之内被出入侯様＿可被成弔二依。

射し垢捌附備諦第一ハ日本向㊤珊置俣野大分二七之。其仁御榔義座

梅拍罷H仲二面も無之。信使奉行より度毎日J被仰間と思召し候而も足又御

用御越繁多之内、中ゝ御手登ゝ起申弔　而無之傾ゆへ、毎度御相談相加り候

人へ．lf干被fR添、微細　書ィ、J置様と被仰付傾義切柴之・郵御劇疾。

（二l）大柚言伎帰国之酢　今度公儀より御馳走丁寧＿被仰ィ、」難有什合一被存

供与芝遡　＿便よ」。書簡以殿様戒軌■HJ被中越侯。佐イか、、公儀洞被指し

との義一大卜々竹等以被仰掛侯慮、其苦闘致rl1来御記録室載りは申傾。右．1澗

之文休題兄中條一：使之筆力とも兄へ赴塁上＿、文意今く∩本風儀相見へ小俣。

惣休日木」rけも園使者」罷越、彼方J－牢＿被致脚寺、催帰り主人より職を叫遺蛙

首有之侯得とも、他者之身登し人哉身二蕾りた留・」トの様
・JL　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　・‾

・示農越‖川】述よふ無ふ増而梧・酎鮮一音曲土石之間数事一侯ゆへ不書二存居侯

へとも、u列之軋侯苗＼止徳年二も右之適上々醗以先例如此侯段被仰達俣◎

二便仰l或l之後科＿逢被申候ゆへ、今二面者．1‡過放しかたく俣与申、柊二時明

不申。草保咋＿＿至り又ミ右之通被仰掛へとも二便杢曇爾被存侯山、訳†■川小

俣－イ八　人和隼之ト1澗迄御見七被成候得とも兎や角中帆rli将明ィ、「11候。就中

得引l天和之吾簡吟味被仰什侯虚、図rl沌遥ひ疑敷fH兄へ侯。大和之時分迄者

l・1
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訳宮とも之風義、兎裾日本人之心越さ可ひイ叫様二以増し侯義第一卜心得属巾

候時分－Fr■i、朴付知繭、小もノゎ日本之刺与も掛り屈申㊧者＿俣品、此義

山軌滋主立中東．両、無之侯′J一り巾見俣へとも此方川圭11人無之俣－ィ、J、申開

二耐上値之珊姦札酬俣偽作玩兄へ隼此訳鮎側溝◎も有之、

推量も可有之俣ゆへ、正徳享保とも口此力より被仰掛倒、羊、イ蝋Il堰傾蔓老

中候得とも、実占三位諸相少汰飢lJ不什卜而・・J有之と存軋ケ梢之儀　江と

向之津屋を思／イ侯巾ィ、蕾卓越被仰掛侯段、ノ」来ィ、宜＿御佃軋

（二l・）天和イrl便之ロム御岡漂流兼縛二極り候節、搬齢鮨命＿一朝使者可被指渡

之適二被成候与有之。イ好登貞文を以破仰連関俣虚、川麦紬州庁ィ．衛門捌旨渡俣

時与齢、違適し此症。融通被定。紬イ良二違㊥候嵐ふ整調

官とも色ゝと班を、■／申満きら‖∫し快埼明不仲候付、兼ゝィ、韓こ榊束、六右之

真文訳円と■も巾問二⑰抑制廷ノブ描出不申二品撫之†蛾。研廷ノJよノMi

御問漂流之車兼用二済束侯様ことの命を蒙り、仝クH通りこ相済東條晋帰朝之

酢㊥＼紺6）ハ、J・r附．之真文訳何共申問二面酔附射Jへrl指‖州．こてハ

無之候‰朝廷万よりん御国漂流之事兼帯すめ来候様　との命を蒙り、仝ク

英適1日済メ兼候と帰靭之節申候へハ其身とも功も相立梯子斥候虚、破船預命

三瓶榊馴芦二済束⑨適中別表首酬‖J敷遺イ∫之植付、破乱燭

命毎度有之事雨も無之　荒もイJ之候ハ＼相計如何様とも成可串君存、ィ，之貞

文王旨盟椚堂留帝石之聞敷とも椎巾者行脚適、享保ィ。働け項ニ■「．iィ，破船婚命

二者僅かJ指渡との亀選ィ，乏偵要被仰「洲美㊤㊨左傾ハゝ則付見中産と申

被悼辞付升付被遣㊤帆天和年弥訳竹・J浸り指‖ル′鍼事二候ハ、石之州寸

彼カニ石之笥二傾ゆへ見目り立とハ被巾「朴敷・頻二恨所、如此被巾促音　天和年こ

弥指出不串哉与、猶々イく審二存便所、近来彼方之．1‡物趨身候へハ壬戊信使時漂

船之泊＿於馬．島　一片順一附ノし送便便以来事虹為約」監登郡柏之。機船

煩命与中事者射蔵無之候へハ、傑人和年右之上■主文を・H用留置不指出候殿分

明二相知レ堂留事二候。享保イ［便鷹之ヰに付東J■郎輔愈ケ川】＿■日候書、此度者、ケ

様二取繕済被択候得とも弔l仙イ∩他も之候節　必退却二・直射。其節目日岡致登

被存候事こ候哉」川叫冊　辛目川lJ迄我等生は中物二血も無之候ゆへ、具節苫兎も

川も成一■川1上プ何之気遣成様「も無之返答二面帆人大和信仙之時之訊官ともも侍
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愈加同然之心人口天有之党留蔓被存候。ケ様之義も有之候ゆへ此方爾者憶二約

遠相済居候事と隠6居候事二品も、若妻訳官と■レ中間二品表し崩事二品ハ

紙之軋左傾而老押品友議詰む却両軍之敗⑭を招キ候事も可有之㊥前

毎度附や婦ミIl博多ク候故前後を勘介し諸事卒蘭奈らきぬ様月口J有之卓二傾。

大和欄品漂流購二堰か蹄如崩御済被成候ハ三、狐醐之皮之戸

f臥しり候機二川働小口与、上々官之内より裁画指謹他之筋ヲ以懐こ中堂留もの

有之。共通被和柚候事二候慮、其後狐皮狸皮之直段者終日並留事無之候。足

叉力後日‘詠屈可申事二候。

（＿卜　▲）ll二徳年爾苫所々より出候人馬とも二線封石之。指得候■廿無之。天和

年も其㊤⑨イr之を畠よhL一候所、享保咋壱誠請負二成候巌甚指夏日木之脚

外聞イ洞候。重而信便之師者　天和正徳之例二被仰付候様二兼巾公儀．、可被仰「

弔一候。

（▲卜＿三）l」木船蔓朝鮮船豊違有之口木船山とかたき日和盤も朝那船喜悦二束

被傾■　罷成傾ゆへ此力より出師難成日和二候登被仰聞候雨も、彼ノJ之郁＝　者

購利等成㊨㊧日札幌畠中丑毎度脚有之軋倒轟、兼ミロ本轡羊

船違候訳前腐＿被仰諭置度事【候。其上、殿様御旅行船中道中二被成候逗留候杜、

公儀より之御宛子Jも之御為二成候与彼〟書物こ記シ石之由、11＿徳之訳官卓保之

訳宮地遭劉】帆ケ様之儀ィ、J候而も出船成申口和二候へとも盤上御逗留被成

候与之疑心有之傾間冥心得HJ被成事二俣。

（　卜川）惣体　位之心人以川登大も御周より　仰　制　ヲう希中間敷との我意

有之様打相見へ巾候。曾而抑制二面者無之H本と朝鮮尊者風儀の違ひ有之、遡

墓苑思百一．詭日本軋＿含不申、何壷そ両品間塵㊥様と思召候所よ。被仰人

事＿候。．1†人之［葉蘭も便従レ俗祀従官豊中候而朝鮮八lE】休二阿川UJり候儀者格

別一便。其外巾入候趣を得度被開通候様二と御丁寧二日†被仰人事二候。

（二怖イロイ蛇崎、榊之長物遠被禁脚、天和②年魂ら天和御記録二苧細

相見へ居中候。71勅ヒ方よ。被仰H気付公儀よも仰州壷青侍ご候。傾⑥

猥り＿＿致し候ものJ■諸国事越洩可巾哉との恐有之事一便ゆへ、達者被禁候殿果

訳も之中二候へとも、書物を被禁候事者訳立左起事」而迫も御桁園芸寸り申さぬ

輔警候聞、御禁制被成候事重而者御無用二被成nJ然候。且又信使之時、方々
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よノり御家老中江召物之御頼人分巾成イl軒下得己一、鋸占込被収候ゆへィ．召物之儀

．付信使犀殊外塵＿盤外之御用之妨」粛駐車甚イ】之候。虚血＝便之節占物之御親

ミ石之候て索甘LGf・細か、ゝ　∴枚　一枚唐紙爾刊聴捌かヽゝ　＿枚か一、枚屏風川

成叫促外者相成巾聞慎候。H分通百・・J頭汀‖川川一拍喉l軋彼方rr紙写被遺御．1F董・け

撼成候Jナ被仰聞、御家老申二者冊勿之中二御梢ふィ、成候様＿有之優事候。書物之

事二面御詰問せひゝゝとイJ之。殊二や保隼一亀川矧妓守様より者k拍一人FH裏

打致シ候唐紙ノ人被遣候而、．tF物御届被成候ゆへ、迫小鮒申御国迄段々御「【7量

被成候得とも全く折兼叫程御馴兵。定l山卸家中之銘ゝ亡捌束分も異l八　人申候

品、机．大分＿一崩　壷御心†佗産毛無之4㌧御老中＿も臨時之御⑫。宗

祇成。ノト役人中之丁等取組殿甚1加rl何椚車一御佃咲。

（二巨）詩・文章㊧貞文役之外取佃‖ニイl「㊥⑳㊤㊥ノ′可被石庭叩帆外

より取次候而者ィ、ノ止肌数多石之候。

（十七）重而†音便雪月人側一被、一／寄候事、兼輔潮酢被仰通座御無用二被成可然帆

其訳者委細ウ保イロ硬御言己録川見へ帆川冊昨軋根参詣什候様被仰出候者

御廟批斡美を泌鎧等歳三村雨乱入俳汗被如様との・鈍一、歳

口本珍敷人品白之　巾適御前せ被成㊥。一◎つハ月塚遠御朋便被瓜

H本之武威を瀬ハさ留遍歴膏之事与川筐肝＼恢へとも、仙之瓢逸奈留御所見

附庚0脚繭純主㊧与紬夫品逓丹㊧ぬり亘崖－′狛・紬春隼

そしら連候へハ、御廟制之華美朝鮮人感心nJ致様無之。俳之功徳古人小耳よ

晶慈しく⑧喉処有用之財を門し無捕人舶用作候事足冥端1り候磯㊤そ、

月塚登ても豊l：様無名之＿址越起し、lJ．偶数無之人民越殺書セら連里留事二候

へハ、別は遠等蒜・川H欄芸r超も養二選あ範伽某⑨イ＼・1・。却而裁あ

無ツ無義越顕し候のミ　両御座候。両．い便ノ鮎、も．…h削樅かこし腑　判果牛爾も典

例等以ら卓棚羊人之ulはぬ様＿被成候。辻占崩目1日徳の事多留遍く帆此段も

兼而新Jl筑後ノ、邦精御内意被仰l御闇通有之、かこわ辿候様二成多留事二俣。右

之次乱脈苗Ⅵ摘之イ三倍ぬ⑱m上宿‖人船齢′割紺御ぜめ破戒可然

卓二候。名も長途之始二喉ゆへ以前より京都鹿人休息被仰付川船より由二廉子J

轟帽如何哉捕結起緯端厳幸肌再訂体ノち絶鮎茂織仁購二㊥止

痛た歳㊥－▲子J之書も越中軋有美㊥成「いすへハ、㊥㊤．U胤告鮎イ蟻晶茂、
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大沖二両日和被致休息候様二被成可然候。享脚l闇を帰休と公儀よ′り被仰山、

兼面剛粧被仰造田＠⑧醐夷所、伽意如し京都ニ㊨逗好1露、fr

届休㌧申車、訳信とも邪表言ハ不申達事之相可相見へ傾。

（二l八）人紺・一木道中八列樹イ咽も甜川枝適紬鮒無之イ矧轡

申候両、汰榊滝′過払二候与＿他殊⑬外感心被釧美よ■し一晩＝ル撒

き以何遜迦可披成与思什酬沌そ蓮蘭書感心も無之、却蘭廿1本人の心ィ、川lさぬ

列町紬石之候一・r・溌茄蕨嵩摘錠ル㊥を端馴札止駅前軍竃

を悉ク被「馴如」′d傾所、半イ甘車爾ポ白人比丘尼まて排翻し、見苦朗事＿候。昆

叉軋rli之信便二番兼而公職r・イ被仰卜車二帆

にl九）ウ保咋信便柏附候．題衛之甘信輔摘出灘之恢而綱目何候へとも、

ハ外之lJrとも郁代龍＿被仰付傾ハゝ持身共為繭もH、日本諸人名之門をも省

キ候事二候ゆへ、訳自’とも汀被申談相雌候小二候ハゝ公儀汗HJ被仰H即J nJ被

申趨帆よかし胤成⑨可叶職否之鮎不和知事二候札鋸膏被申開敗と

裁判ノJ汗被仰追便所　裁判被致失念訳乱服不申田川美山二最甲団々r．被仰仙胤！ノ

甜佃相崗⑱。遥捕し■あ傾巌其沙汰爾及イ叫帆割譲何とそ護衛之舶

用一品離れ之闇鳳≠保年こ・亨記と■■も乗⑨候胃之駕籠軍官共之l札．－‡記

号鹿追乗⑨候族豊三石之候。重而ィ。偵紬円と■■も駕翫乗⑨恢先親心之候

登申必丑椚瞑乞候事奈豊可石之哉lLイ子－r」ヰ二晩

（汗）拙⑬之射場別恩賜を最触戊、御国之卸蔭爾夫無之傾血去小身

、廿巾崩御夷様被成可被㊦悶二晩公儀郎思円候へ喜、御老小月之御

川人者　別殿之御手人越被成候同然之心持＿御座候l巾、計汀†とも御凶与おろそ

か爾〟候よふ爾被成候而者甚御為二成りIl川口し呉候。川内環例二成りイ＼小俣様

にr立代御題閏肝　要　候。参削僅渡海之節人絹禎卜候儀　最初ポ不時之鯉川　恨

嵐照㊥梢例之様二倍成帆ケ馴紬紬H∫品柄招白人古館之時、

此ノJより被仰馴恨事41之。久ゝ将明不申候＿．付　訳官之内李別・鮎と中もの日本

人，㊥内宜し他藩、拙」瑠遠東栄前由夫散々御叱ら初期打馴被脚気

ノ．候ハゝ此即日鉛刑漬晶品川適威し候所、果両班事周明苦る壷巾㊥－．

帆訳17之身里上玉ケ様之サト叶Il様無之儀．候へとも、H節まては乱後之途盛

附而日本美談遠左端仕形意帆JL、つよく鮒よしハ損身適綴候而㊨
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⑨②も此・f適血糊ル　ー叫之．■闇を免削・1甘け候二と址IL又兵制迄石

御融ノと次第も彼Jh＿／流転恢血、日本人之をめ州動山海紬身⑬順手＿

成⑨恢所有之恢苗＼、杵得臼を掛ケ帆亡、もイーふ　一歳佃狛り二義遠此両

端」両石之l人J適を以ノiLナし彗留二l巾候。此外山も足術類／堂印巾、！柑一迄約、か

相も有之。季判Llい人のミにて君無之帆今爾成候而晋盟盛も無之、又柚働候

と掬面刷巾鵜殿候へえ芋・＝坤机、人中繭㊥外鳩）申筈、竺

候ゆへ、恩腸之所爾別而可被添御心りりl夷。殊御舶ノト巾個人越粗ミ訳17趨政

雄様二ふとイ」之巌御Ii越之御川向′必桁蓑t叶致⑮㊨峡品丁附石之

虹御伸仇近来…．㊨イ■軋小作人之内　浦仙F壷摘へん・∴火英前＿■r‖

訳官之盟越叔巾候へハ．侶丁とも却IFl倣抽■睦川沌胡明朝兼叫板。足ポ俗調二申

候古流繭八差別無之と申軋れ・押軋咽越分紳さぬ⑪医杯－7　紆＼＼帆

（十一）御時勢不ロイ尉、J　御送便御屋里ひ被脱候が　上†蔓り両度石之帆比後

叉ん様之剛之l謂敷とも難申促。御所務欄伸1・人＿成⑨†r芸⑯御轟之様珊

州や壷、ノL火御壌糾出炭はり㊨馳ぶし個物往・被√什根・■博

肌由⑨榊様鮎、旧崩人之†′人も票′・・凰勿論御錮之鮒繭無

限雷爾現時ハ御前⑲兄ぺ⑩両も、落石喜一脚多も爾イ瀾成れ藩小机心ィ、」

無之候段、慨嘆し観＿候閏、Hも左様之沙汰小【侯人石之候ハゝ1二より日と貢

口J被成亨1才伸候。

（‾二l　▲）．1．鮒時分迄省　桝那乱後之塵威石之候ゆへ剛那人用捌以押付遣、

訳官ハ其身難義之飾り中間＿lrl」都之H尾uク収絹ひ、糀成東も成候杖＿致し候

ゆへ、毘二二盈迫寂しり憐7候越、榊鮮越制御塵魁の卜策尊人々心得店候。断飼

＿成候天飴威も段々薄く成り無鹿脳越取小幌車難成勢成候へとも戚乏うすく成

堂留豊中所二心、付無之、此〟化形之ィ、ノ∩’ゆへ如）ミ人々存居、竹島イ作まて威

力恐　喝（．川を以勝を叫取との趣＿候へとも、－L年越■締之、往事成申さ

ぬのミ奈ら娘、却而御外l壬iH妨石之様＿桂成候ゆへ、二l作東苫ん之風州止ミ唯

今‘三㊨兢結朴械札幌．玩、し椰人の川喜日本人之及凧鮎嵐嘆へハ、

比後御感償不用lか＼ゝ、t什謂　巾帆）何果乃木ノ」と申庸一阿ちらこちら　成叶Il

恐有之候苗、、扶所心与⑩日用‖ト候。川、ム甘露え日本人ノ適肘庚へ

ハ桝鮮人恐怖逃奔以翌之便所　ム川日月、／件も成り1・川l我、炭薪恥参候
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志たけとも越軍官之内一人刀越ぬき追放し候もの有之候、盛運三選逃三宅ルと

小ハケ様之事」疾品有智之人去舶適慮⑨可中津経。

（二に）・1・畑鮮之施二敵磁石之佃適敵品壷甜鮎菌㊥与叶格帆

⑳段其心得軌とロケ様二御誠信以隣適被捌夷へとも、棚橘如今怨与忘L／

ィ、桝11休題か皇起用柏打乗組相心得、又御閥よノり朝鮮の．＿＿＿為一海賊を被l特

候と剛車越吾述候とて、封州者朝鮮乃藩屏章成候と此方之吾物爾剖寸　藩bf

馴17了英宵家来之i一人爾封し申百薬爾候処＿JL、付無之喉人石之帆ケ様之軋

我ら或柑′㌢之人爾古今以其幣難免訴一候。文学越得与成分ケイ叩伽J孔　了簡

も人二臆し小鳩」疾壷、兎拘御薗之億仙適と細道◎候朝托、如才力

乃遡選伐人写御持不被成候而膚、如何程L一心題御母し被成候而も御隣交之衛

附′可〃之登〃候。撃ノ沌之人越　御取立被成候義切装之御事二御座帆

（佃）飴巾；γ人叫幌成薪、年中之数触り、・′其分米二面人候様＿致し日成壷

訳Hともl人い＿而町人共言中談　右之Ilけ人其旨叶一上侯処、餅小盟拉登用之薪者

礪水夫昆－きちせ㊦被指捌適、屋去御細則蛇巾人も有之噂と

も柑走りノ草留咋條乃御日米さへ未収こ致し候。朝鮮人二候へハ炭薪之代り白人

棚判り条有之問戒とも獅、則守磁帽米之郎以′ぺ薪之代⑨如し人品

歳晶一柑■踊義、酎抑唾頼庚との儀帖之沙汰止帆此鮎脚人里

。少①も則立代。之米畝鮎二表し紬も抑個二候0共訳撫中／車

鋸1’裁判送便金色御棚旧不時之御使郡始メ、‖今迄者炭薪を快ウ遣ひ扶健一ノ

ハ留餅之者共r沌及候柁二市之喉所三、上より何梓ツゝ登御極メ被成、炭薪被相

渡候時、定而梢J勘愚桐立可申候ゆへ、以書付中候時占成挫きこへたる様■叶

も之候へとも、被硬首†候時棚半在飼之人雑益隈も奈起軋二而可わ之候。炎上咋

11■渡り侯炭薪之数大分之軋候へ者、両脚関所之改茂手之届キ巾・」に而無之、

此外爾　　も　　不了簡酬喉和もケ様之∩野者また有之開放帆此儀も服

前之御多め豊中所＿のミ心ィ、】価市、永ゝ御為不′H’と中所二思慮届キ不申候ゆへ二

帆惣肥朝鮮乃事者哺今まてより利益之小者有之閲敷哉与致思慮候ハ、皆、不

用兵。何登そ唯今迄之適　無別条用　紙　傾様二登可f畑二御座供。

（二卜目深闘単石狩川り館守之時、軌酎之女三人館内ロかこひ剛候段相知レ、

東より催促有之候付、不得己荊二鮒門川シ候時、鋸外面捕へ、拷問之上、
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斬粒子！ひ、捌拝趨被冊蛸壷名指離し′絹遠慧候所、舘守よィ。色々

と中書注し、矧小叶月も、t／候而終相手ィ、被精出、≠甘酒申眠。其節、石棺

守之イ上をEキ虚置候澤同車而巾たる事二候。1才永ノ】雄、梓同知渡毎訳百

二㊨彗酎疾閻■時、口水源L壷巾も′ゎ㊥、交品端、刑法一り被行との義掛哲

より之許酢持渡中1侯所、己二リ紺一衛門時之．沢もん之寸」相聞、訳官ハ越或ハ

志かり戎ハさとし、鮎軒封日渡候樋一被J必・J然とIl闇多ウイ】之似へとも、御評

議被成候ハ兼rrl】御Ⅷ被成恢所、糾蝉より御閥を怨ミ被居候事数ヶ条有之。奥内

一第一交射之相手御目し不戊候事、第＿音新館造営の・井候、弔而信便J之候節、

江戸良一而②【百訴被致可然と議論用品バ候品、八も．叫方之人一三便破罷渡候

ハゝ、御閲之御瓢†か†被成候と朴愈知巾たるよし二晩ノ．無之傾血も、≠帥1■ヲ

以申候時、御隣墨之問彼図二．石J深く㊨齢好事′、、此方之もfゎこも兵法越犯

シ小申様二桁汀被仰不什拝＿面、l之仰与守り不申、只法を犯し候者鰻、被阿同

罪＿不被行候損l膏㊤之撞無之候佃叶筈之恥榊品、石　L義彼鮎指

渡、判決之上、只罪分明似′、、、永ゝ流非一可被仰ィ、」と之旨、剖車以訳′舶

被仙波、欄ハ御訪販不被思川捌牝、御適照的湖⑨被成候所、源
一L儀故有ム茹ノ川lモ之繭とも虹摘之後刊小よ。【■1蝕卜◎恢様毒仰付

候U瑛後正徳雪㍉二倍被駅御棚閥購二ィ、1、若′．、射之醜州⑦範も

可右之r■茂との儀血、交刺之記録をも御指せ被成候様．江戸表辟R之恥成り候

時、イ■交軒之儀黒血被中日、此義弥同罪＿可被子」との御返芥無之恢ハゝ、辞見

こも不被山、公儀汁直訴可被との事、仁木ノ白を以被申候得とも、兼而その底置

被　被椚㊨卓二軋公儀沌内意被仰卜冊紺候品、、御返答勘別か、、ィ．

交軒之科人、先年掛∩川】誹ィ、月以申渡候適永々流罪二ハ可申付帆同罪二回

中付との御返答ハイ＼被成イ軋此義公儀洒訴被成候面　も　同罪とは不被仰日

射1、Il棚大慶主錮‾御源吾傾聴ケ様之微事交嵐㊥御直訴′と候段、

不日然事別封候へとも、此ノ」より御梓川】候巾ハ、酎州之もの遇い豊ひ候。私

心二候歳との御別布之帆影Ⅷ磁巾而ハ鮎候へとも、具蝕⑮瓶勝手次第

二被成、此ノ／より御月又次巾阻＿成とも、又者御馳走方～後頼被成て蠍。ほも可被

成厘と御返答被戚候ゆへ、州rI佃訴被致出しも難成、人より折渡り落石、永々

流罪之約條相究り委細ハ仁使記録二有之候。某所、通詞之内より一人巾候ハ、
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先年、白水源七朝媚被指波候弔、是程二無之喉雨も柏病中軋候を、重キ御取

扱＿候ノ＼朝鮮為弔惰う重く被成座候ゆへこ候と、存便所LH今二成り存候へハ、

共節用二被成イく被捌美而′）此度崩しと軌キ申さぬ窮に馴⑨繭失、今日

丹守り奉感心候と申登るものf】之候。是も時勢と締言不申以川とても押イ」捌候

へハ相済幌とのミ存候ゆへ之事」軋今以得と落羞不申候人ハ心服無之亜二俣。

とな工蕗理を11‾し不申押付閏候而相査塾候と〟候者後束之宮越招キ可申事二

候。

（三l／■、）或裁判言朴愈知申候者裁判之儀名、日本人と苫巾金口Jら常二観即より

扶助致し被甫候ゆへ、別而朝鮮之事越大切二被存筈二候虚、其儀無之喉と大朝

廷ノJ不平＿一被付根と＿岨候ゆへ、裁判び扶助有之背中ハ如何様之1日尉裁登用く亭

ィ商え咋々代官和木綿何束壷渡施知り不被印税笑⑤◎申壷るよし瀬。

如何様以前老裁判晶掛取候虚、以川之時分より之串二候哉、付吾ノJ鋸請取上之

御所務二成り、英訳知多るもの無之ゆへこ候。清多或愈官長も朴食餌二伸候者、

此以前者企ノl■r毎一躍下程と申事有之便所、唯今者別下楷三L＿げl潤下れ！無之帆

古例之過㊤抜放軋傾ぎ中候へえ朴愈別離、㊥㊨了闊J違◎弧空ヒ

以前剛鮮人より別ド程越致し候へハ、　艮返礼蔓しん祀ド程登以ふ事を以登

し佃、Ⅲ金融候。今福l判恥断腸。候ハ赦下梓之かわ。一帖薄茶◎巾

㊨⑥よ■し帆此外敵今之愈馴1詣取傾麹米と申蒜、以南取之候嵐

御送仙御椚被成候時、何送使之麹米二候豊中、代任加持束候趨代ノhソJ之裾東

も麹米と両海之候へとも、あ露請取⑨②豪人品物量相聞へ候と巾、美より

中断最候面、最早一十年巌常仲川⑨帆定義役人と■も、能存㊨請甜夷

とも、具身之利益＿致し置たる一事酎Ul紺へ、惣休糾那加享者年遍歴傾け日、古

式を取失ひ候・木石之段、IJl然之理＿候ゆへ、桝鮮之≠越取扱候人者随分懐一記

置可111リり咲。

（　巨し）朴愈知事、瑛節朴日加、安匠用＝司然月一事趨成シ、御用二

＼一／候と申もの二面訳Hlll′と‾‾二傑と巾所．朴同知事宵日本人こそりて
LllL7－両　fl企加汀い、人－⊥り㌍申し†rL叉人　よりに、ミ1日了も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ことのはカ

ひ　　　　　　　　　　　　　　も之帆　ノし来、朴l司知書訳宮中殊之外、iiき

敬致し候人二面、重出起訳出奈と胡乱廷りノ、J鮎も致しlいさぬ入札二面有之多る

よし二候。惣仏訳官之書悪を兄巾　宵　彼回之人の敬ひ愕り候人者行義輸血
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ノう人削知り、彼閥之ノ且、たしみちか川起候者　性質氾柔の盈とと知り、彼人之

嵐を以真人之高下鮎可巾㊥事而、足品大要たる遍く帆11本人之議論

斗ニln】者信用致しかたく候。

（十八）送便金吾上山迭声■写取候節、鮮膏板類一枚ィ、足以肇し候而も、役

人と■摘和房と相的、甘苦敷寮も石之候。惣休他ブJ調胴＿参⑨祓②

◎先よ局イ川描く候へハJ崩黙礼、碇。偏甘品侯へ嵐鋸
成東と存、人のミ舶て州止ミ此方より桐や何日川l道理苗無之事勿論＿候へ膏、

朝鮮之事もノⅠ之通イJ之度捌候／＼とも、朝鮮之風儀卜々之名とも別而廉恥之心

三三く利を貪り、馳走乃一軋而も別離力東莱之心爾軋別事無之候所二、中

間＿面異数を減し、祐一‖一一を阿らく致し候事恢ゆへ、此ノJよりイ‖憎も不申候ハゝ

浴′、敢々爾戚⑨誹と？鮎イ】之0珊成⑨潰え何分之違却可石之

鯨卜候巌、．臥と■■もよりイ】之ことく・用を由払附争㊥鵬よ適州

事かJら別〔l満ゝ奈流筋も有之恢聞、H再拝候儀君被禁、托他者先唯今去ヱ

之什組成剛や口適と紙・・本人之党◎違上沼岩ヶ様ノ、鮎イ藁、段々

馳走之品越悪敷致しイ酎筆lいこ111、弥／．様一候歳否之儀、何等以考可申様も無

之。英訳イく怯候へ者　彼方へ‖†被仰遵様も無之候イれ以前之儀者可級成様も

無之帆向後者彼方馳走之吐些・ィ、「嘩雲以隣交之成鳥・ィ、誠信相知し、異邦

之事情を察し候㊥一⑳㊤助二候問、送便㊥鮒之。J軋服部之漠適も委細

吾付候阻と芝］耳鳳1永二年以丸別離脚斐◎候人銘こ鵡紺膏、軋

侯様こ被仰付候。此齢乱心壷之㊤ハ無川之適被仰付閏候様二存候事二

候品、此趣榊で倒御肘…目送イ軌・－一個⑨候人言己録被仰付候王・芸

應取失ひ、他人之致し乗候記録越兄合、自分之記録越川認、不時之車己し粁ィ、

申候而不叶儀越却而記録」「‡載ィ、化候。此以前西詑州英人火災逢イ脚時、東莱

よノり木系岳被捌采．J是等紬1号之乳ぷ訂⑳不小候れ不叶中二御座侯嵐千規無

之候とて士別、」置ィ、巾候ゆへ、迫面長己録書入候様一登被仰付恨。ケ様之儀、行々

可有之候冊、送硬倉膏帰闊之飾、崇「．J臆　之内一人言己録吟味之義被仰付閏、

左起し可「1噂越記り胃不lい候ハ、、迫而記録二．11人候様二被仰ィ、J可燃傾。

（二l九）軌鮮丸rl之人、▲Jlム合と御勘定所之ml川り二川極り居り候　上是欄

ハ節之御支配久遠を被兼候紺構成御了簡と冬嗣軋此後御苑廃りし眼前之微益
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越見、ノJ一実数之通算用相立傾様こと被仰付候ハゝ誠二大害趨招キ、足又落羞

御紅取成聞敷候間、箭芭左様之所見申し俣人有之候ハゝ急度御叱⑨□可被成

ポー候。尤此趣之儀書光年被仰付候面、酎一作記録之抜文＿も書減イ」i捌夷。唯

今餌内二．n，諸鮒を初メ皆々朝鮮之丸升を川㊥傾様二成。候五　一J川合趨三

九背中候君′Ⅰ、十年以来御勘定所之算用前にて彼方丸升之実数二而無之と巾儀、

人三甲申0ノL細野之丸升誠ま号三升五合一相去り候と冊、多①如那

人より何晶ニl雨も詣蝦候酢不案内威名ハ一丸豊中候を京升丹て武升ム合名か

。請取候械二石之。描敷候閉、金物老雄摘よノり被鼠丸升薫、春⑦亀竹ィ．

衛門7．被仰付、新規二出来致し、東水火印有之候丸升を写し、向後姐京升を相

■l④右之丸井を以、飽巌り取仕候様被仰付HJ然去中上、具樋二品鵡る相成。

竹ホ衛門r叔仰付㊥、丸升新艇祓㊥働兵訳え轡一例之外揖升合

請取促音、彼方之人加升と申燭と候ゆへ一度者や如才l笛し起事r・伯之候。箕節舌

丸升＿＿血lプ1杯‡王1り請恥可巾と巾　　候　　外無之候所、占束彼方より火「日放

シ来候代官方之丸Jhtiク損候間、任謂江中段、新規二桁へ候様ことの事」寸、竹

イ摘門帽候へハ／′之外、容易ヂ出⑳①候巌、後蓋の嵩二候臥．・】キ丸

升与も人切月疲し代官方之蔵二人齢候様二と被仰付多る事」嫉。

（川上）延■き之節者、東兼は釜山揃被罷＝候儀、古兼より巾豊式二候虚、封

進宴席者粛拝有之串二候ゆへ、東栄ハ釜Il1揃不破串事者撫之候へとも、茶

砲卜舶滝ハ近来やゝとも遺し候へハ釜山羞人両日捌真横①一日針い等し、
わl川IL・つノ、ト．■ケflr済tごといそさ、丈ハ性物〔コノブリ）

ま　　た　ハ　ト　子J　こ　候へハ勝手 凝り候壷存、鮮所見少①之利益

ニノ占臥（絹二面相済候様二遺し侃ケ様捌美而老後東城⑨傾㊦ハ如莱パ

⑬憮之様一罷噸）而可有之候0毎度被ノ適鮎削鮎之軋鮒t11鮎禦一

争㊧．中綿被仰乱イ瀾己夏草鳳之候節義二紅遠三両和正、緒こ．最臓

候事仙「候様二窃御下知可被成事二候。捷解新訳を見申候へハ、．【硝子之時之事

登相見へ宴宇之節東釜ハ祀式之適婁席被湛山候所．具師直官病気＿托し宴席＿罷

日間敷トIl候ゆへ、訃泊’とも色ゝと説諭し候言柴相見へ屈中候。用■】迄者何成

と日も朝鮮人旛適巾戌㊨㊧手柄之様＿一関たる風儀候品、如何様ノ．様之事

㊨‖J有之と存候∴左候へハ近蓑煎薬山参不被致候様＿＿成笠も、木如ヒカよ′りイけ

申登る癖尊存傾。此外二茂ィ、H車越仕Jt化、此方より付ケIllたる癖数多有
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之様一相見へ寅毒成事共」御座候。

（四十一）愈官之名代を通帳軋此山前・り被禁候殿、水及候所、近年者脳二

塁名代之儀、仙願被指許低〕ケ様之義も御Il梢一定は無之、局在成東二御座侯。

（四十二）凶急又者救災と冊如J、彼方より米越被贈、書簡之文句者彼方より

被心付候事之様こも相甘候得とも、突捌ヒムより内意題被仰然、共通二成堂る

事ニー而、儀を異国爾御乞被成候儀、溝八と拝・1川卜之・拝∴御座侯。こい年来者ケ

様之儀少払融眩他向後弥無之様有之度事甲・章帆

（州）糾鮮を議摘之邦去り凛、焼よも申傾善、外之夷秋者や、とも遺し候

へハ貯二戒巾他軋・H隠所、糾鮮去代々藩l之栴遠矢⑲不相中、ソ範ノし嵐義

正J候との巾芝鮎繭量申量る・ト雨、五摘義者かなひもる⑲中州）■1

無之候。壷鎚酔珊人之堪二運上、人の前＿．rU」」を馴◎候類を兄候吼
ノ＼1（／二⊥ビノ〕

椚義之邦＿一不似合什形二候と小者祀義八邦登小本語趨J′僧j不付二葉二l前傾。勿論

棚蕗占式を考へ中華ム鮎を取ム◎候肇、外之夷火」摘さ。候苗、、Il本

人鏑而心晶故」追呈劣所、文吉去る人畜加おかし這輔芝様／メ㊥。誠口可

恥之■幸竺座候。ケ様之鹿、心越HJ川事二御座候。

（町十四）御日米之儀、十十咋以はりぺ拾ヶ年程之閏、未収こノJ俵余二及ひ

時明不中。只湖上代官より未収を能臥一工候登御晰俣而御褒美趨蒙り候も有之。

又来収取立盟改進小串候とて汁尾イ＼厄も有之候へとも兎刊未収之数滴しィ、11噸

ゆへ、未収本前の差別奈く日月より極目迄鮮肉三人東仮数等トヶ年之問一ケ

咋＿何種ツゝニ候敲J考馴天機登御勘定所rr被仰時御吟保有之候処、トヶ年

之聞、以川之咋＿l址も人形　一ノJ7しく丁伐之内＿川人喉子rH二も′占ノ」ソ、丁俵より【

、仙候由一堅無ふん候へハ親と存し請取候へ車軸を人⑬たけ減

し、本前空行、受取幌へハ未収高名ィ、」候。米夫たけ不入来、彼方ヒハ以川とて

も主力六丁俵を以、轟沈」還壷描涙⑨、或去木前と中、適例り疾を此

方㍉引払山廿無之、別離人乃　侮　芹　を藷ヶ朝一糾しはl人に二面年趨蔦し多

る二面候。御相加一望之方＿も此心持必書・一丁も之事イ丸元来右二日十以前より御買

米耳未収之日義候訳月、去ル川年目今よらユ」年以乱酔抽摘人別儀上候

ゆへ御日米題材止メ昔ハことく木綿を人候様－と都より桁岡有之、各盤より木

綿を東束．制服こ付、木酢を人吋中と之軋候へとも、日本人詣眼目川】様無之、
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英訳都へ相息翌戊乱年㊤⑨前ミ之通⑨米蓮夫、前年一皿之分も米二品人候

様二登指固有之候二．付、日1年名官より人剰候木糾、東莱仰二イ」之候を、其後東

商安錫微とl卜告、引講、米＿致シ舘二人候機二と東乗より被申付候所、安錫御方

にそィ＼持＿成⑨候よ。丁丑一ケ年分人秦可巾果無之、夫よく。段ミ未収成⑨た

る中二候。イ＝1件別間二付、木綿を各官より納メさせら蓮根より致、退却未

収城⑨候と芝蔵如抑朴愈知円本人用相中壷る・錮更へとも朝鮮人之小分一

価苗＼、弥矢車1歳否壷㊥人；酬綿二御座候得とも、三1年彼国之バキ物

二相見へ、前後之様了を以考見候へハ、朴食餌申分成杜実乳」佃。桝椚人之小

候事、元来虚偽多㌍候へとも異人其市勢等以能ゝ察し不申候ハゝ必塵真実成

弔嵐騒偽料亡、札轡なる植貞実壷心得中條事可有之㊧n此如酌る事

帆　▲l咋以丘はり之未収者、滝六郎右衛門裁判之時、東猫潤一申達、一山

去柑帥之他爪近影、又ミ剥冥㊥出　たL候。心趨nJ用恥帆

（四十石）木綿川山東之公作米章万ノ、千俵二成り傾。代　∴　石晶之代り　入水

候丁自火之木綿、皆ヽノ川木長巾四l尺有之候を入来候所、冥後段ゝ木綿悪敷

願′里1木⑫二日沢イは候を迅候付、蜃占冠壷州紬適鮎ヶ轡イ＼

小、盤墓呈ノ巨㊧㊧相正三不申、彼方甚難　亮、天啓叩壷、二進不州永⑭

イ†如1J、ノ11′キ木綿才冤難戚恢聞、何蔓そ五升木三「五代有之傾越代日万一γ詣

収、重l山木化止淳）候節、前ゝ之通之木綿相渡候様＿彼成彼卜候へ高書Ⅶ　以懇

亡だ彼致候事も石之侃折節千日束余之内二：笠竺米二摸可中との相談始り、此分

米痛候へハ残りハ五升米三十尺有之候越盟と豊丘㊨㊥致鮎　遠′′†雌も

無之、便利なる弔＿＿候豊彼存、悦候而彼指許堂る勢豊相見へ中根。具㈲まて石

乱後之僚戚有之、日本人乃勢強く被囲之恐IJ引去キ時分二候ゆへ、日本人之イr

木綿吾悪之－】日、1、口越以からし、色越阿かめ入費を坦並、訳竹代をH付候事

趨彼Ikは．lf物二大排他噂と．封寸イJ之候。咄l埠と者、虎之杢由題事＿血、此字趨

指本人触り喉仏を表し繭′ト迩簑⑲王墓≡還㊨㊨川南玩海とも共

時迄者日本人高庇のことく恐し起もの貫き彼回之人心得居候段、此文7＿而相加

んtH」傾。ケ様之勢二俣ゆへ川百克之木綿二代り、墓室誹収渡し何之屋か潤し起

■1沌鮭′と候越悦彼申笥之事候。人より鼠リノ、1八九年糾い‘／チ、今－1両者乱後

之飴威も無之、日本人者年々柔弱＿なり彼国之恐ハ隼、描ク、川上一三巨年以
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来者ム升木一lムノ1之内二温血r‖j然之木綿入来．－1再も此己前哨嘩致し候傾様

も粗之、少㊤ハ椚十㊧候面も落着ハ詔取置候様有之帆彼幽只今之7敵兵

公作米掛目止メ、千日束飴之木綿之なしプ川木十／【ノ1之木綿二IrH柑済度と被

存筈之項＿候。殊此方より被遣候石品之内、銅・蝋・胡椒・円木之類、同家

之綿相可之益も無之、川適して適ハ私貿易之由段よ。⑰1倍面、釧鮮

之人なる損竺候と、彼圧し之許物二．1f付有之候へハ、ノL来石．■‖■．をも止メ山鹿筈之

東棟所、晰木綿を米換㊦イ■細詫猶ミ鮎＿彼存筈之≠瀬苗、、馴一度

者此偵爾ィ、J、犀か満し起1丁川慄河儀哉と、後乗を者かり候へハ寒心不少事＿

候。足迄椚▲限相浦候所、裁判を以御乞彼成候へハ、最初者米も人候事成イ＼中

との返答両、冥後苫又五年と年限を、■／彼指許、米も相lh】伸と最初彼小ハ、

llくせ八やふ一相見へ候得とも去立Ilメ巾度碩彼有†疾へとも先君訳Hとも申開

畳＿取扱候両無別条辿祇以増し傾事窪相見へ申傾。此後訳宮中取扱傾心人無

之無分別人イ］之恨む　酬廷カー．㍊非川l「メ可巾と．嵐論を、l′＿帆　強　仰　′土人

有之者無止りし事候ゆへ、朝鮮幹中之人苔常、心掛可巾巾＿帆

（川十ノ、）御買米之年限分別二裁判を．乙候′、∩水杢兵衛裁判彼仰付憬渡り板

時より始り厘。最初御買米始り候時より毀ゝ斜眼有之候車不存人がち＿候へと

も、成程、此方舌キ．17物之内こ迦一虹適、毎度年限有之たるこま茹ひ無と低

殊＿杢兵衛彼指渡候節節ポ　獅ゝ年l恨なし豊者難彼仰ィ、」訳存之、委細御実録＿相

見へ候ゆへ、略之†l丈。

（匹廿L）御国船、左遷㊧漂齢引用、．・－緑土も之馳走イ・祓㊥定。妄る

棚之、皿血＿参り候別㊤差品．帖合相通多馴之帆爪訳馴臥而附

間情一歩⑨候事甘川ミ喉苗＼、氷人とL■もよノり馳走之車中掛候岬、ハ所之役人指

板前中へ眩、水夫と■■も次第摘払⑪、段1瀬上一理麦一去人分二成

。異旨什訳よ礪謙帖相諦涙軋折節・味木弥郎耀渡⑨、致卜乗候時、水

夫と■■も馳走之畔l砿心叫㊥不申㊧とて品ノ・を棒遠以た、血疾超人、彼ノJ

順良指揃ひ水天とも越㊥、才」軒則亘望、■′′・成⑨蔓るもわも有
KJ　　　　　　　　　　　訓11‡軋lノルこII　　　　　　　印Hj肌l抽Jk　　　　　　　ヱ111

之候。瑛動杉村采女参判便二巾　彼相渡右之次第盤坦適作肌舘守談与以、漂流

馳走之格⊥じ仙足り一冊砲船軌彼成御渡、向後イl之外、刷1，取不小候様二と彼仰

付㊧㊨中二候も才了二二年之IJ摘墓盗違イ■痛点、馳走を過分にと」；喉高石′とイ■…、1、
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隼中一二眼なならて者再二乗取候船無之、避ク態と致漂流候。右之馳走水夫の

ミ請取候二品も無之、一灘二乗⑨嵐身中迄も意外之兼を大分二所務逃し候巌

誰立之急度中上候者も無之、ケ様二者之閑散事二候と二三年之問沙汰書かり

l†l川l済、参判渡海之時、和改り候。比後若又猥り二漂流船多ク成り喉ハゝ、上

よノり御気題被附、瑛弊端之所二白山を御吟味破戒、早速け御應椚ロJ被成弧二帆

（四1八）日本人漂流有之脚寺、舘主多太浦又′11【相打彼罷越候事、彼岸＿一肌内

之人占舘江参り候事、遠見嶽江日本人登り候事、ケ様之類、糾鮮人イく好事－＿喉

へ六【－仙之足㊧く紬季様一品東南仙候品、血丁■迄もホ式之適壷

軋隼．円通遁之地物蓑二凱彼方淑戻㌧／度とあ嵐やゝともしM亜⑳ハ

訳官とも中背候。是又決而彼指許問敷lH咲。英訳御実録一石之候ゆへ、略之候。

（州九）剛鮮人力蝋◎中適絹ひイ申、日本人之イ＼埠を遇伽⑱鮎

梱人之組成⑨候鮒之候0て様之儀も心得属可小事二候0彼最′。ハ交

わ勉㊥、深．く／彼禁甲、馴之も領法を守。榊低調、甜舘近逸一石之

候白姓家を悉ク取越三、一ツ鼠二遷し、其呼崎之仰亘不堅固候所より、女趨呼

人候段、相賀ル彼力より〃垣を築可坤とて俵主税舘主之時、人人多勢二面、イ」

を運ひ候所、折節参判倍／l二留之時二両無用二致し候様二と卜知も之低」、j、Il榊奇

之石垣を築恢■ホ書棚止メ遥引取上方＿＿石上百を築、坂の下＿新円を1一／候より舘内

rr刷那人、入来候与不自由二成り、瑛義、口水練ヒ交射之事、有之喉より、坂
IJ l甲でノ居所はかり期し聞直廿日1ぺり匪　L lれも

下之円卓′橡、悉ク取耕ひ　　　　　　　　　　舘内の千番≒笑不官事里主候。

総体一時之胎をi二登し、後乗を不慮候者日本人之風儀、蕾時椙穏便＿致し門、

後巌偶を脚通則鮮之深斗＿面㊧。腎虚之優劣取是非虹候。兼ミ交如之票

を厳密爾彼成候ハゝH姓家越取排ひ候事有之筈二候へとも、ノⅠ二無之侯ゆへ、今

両省舘所人倫維たる所　有之。飾「い衰微ノと－一端と成りたるr候。

（す，1）東莱人壷中㊥適東莱とれ果し参り候牝と私も仙亡、得、支牛て扁申

さぬ斬）恥も相心得、東東大⑨凱紬去、是非英⑦事之将を正不・1昭

和、ィ、‖－殿様も帖捌夷U苧ハ」澗違◎一嗣夷0・」ト之晶－よ。酎之鼠二

参言逃し傾分二品　垂重し難小息計出を以中道倒諭意味難相違候聞、兎角

東莱潤越、面上＿委細可巾人候喜巾㊤御用之嵐必ハ・梢之町侯。兵⑦節

ハ兼而憾置、東莱人L一丁致事＿而口本向を以申候得者、田代之役人柳川又ハ久留
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米二鮎、鋸之子誉人一風炎し綱然之齢丸㊥ノT瀬料や炎之用事之

将明候仰．て．1ィ芸。州’1■∫…■　■　山東さへ参⑨候毎ハ何車二．んも相捌適

と心掛■川1様も無之。狼二打黒・中申様も無之帆　的墳犯し彼力r摩傾事ハ、

ノL来容易＿ハ巌聞敷正札†蓑へ㊨可及l山談鎧罰．言沌最所山猫㈲畑ハ

訳胃火難義可り候事と存、訳ノ帖才一もすき蕾、英項越埼明させ口川1之斗策ニFrli如

来人目J致なと、巾イlか、、可●ふJ二盟帆

（ノ⊥l　う舘咋沌J酎人盗二人傾時、急度死野上皿付候様　と毎度舘′、〕ナより什

訳川根候l両も英通三ィ、被子J、落1いひノよらけ三成Tl英弔有之帆ノL来盗も軽

重有之候処、箕差別無之、㍊非死罪一彼行恢蟻二ト小便ハ此ノノ之敗牡巾瀾性別夷。

交如之もも、析■rUえ⑲タヒ荊鮒と■も、此万両湧、永流即紺㊥候

lnJ然之■臣血、l月々之浸、式イ】之軒【候ゆへ、向後盗を捕．、．候ハゝ約卜致し訳百

舌和渡、盗之軽中爾應し、彼矧或l怯之適被致鹿田候様二と●紬守より可被中事

一御座候。剛那幽之内rrり盗薮イl緒、片野を軋し、舘l人卜而致し候ハ指許候と

中東畑胤之軋面、力一掴」宅㊨（辻枯r日払を　川中ハ射涙とも束莱以

「之人の甘二人候l桁ハ扶侭＿面可被指椚蔵との気遣ハ曾而無之」托耐咲。

（ム巨二）如1郡山二歳之時、り奉公彼酬川、汀ノ・罷ノ偏軒㊤在勤之面々

l帖彼申候ハ朝那人鋸、鈍なる者無之帆炭店人とIll、歳持乗恢省有之似所、

若も炭を不才露候子豆ハ瑛子印骨崩し、柳川露候霹㊤言付繭ハ、翌日

宵必炭を将来りん之印判を除ケくれ候蟻　と小候。大勢之事　候へハとれと小

党も無之軋Ir日、殊二只印判を丁前にl而洗剤如けも相済了洋二候所、必ハケ様

．致しおかしき車り候と者小幌ゆへ、束／Ⅰ附／候ハ鈍なる繭てハ石之満しく

帆定亙盛今、乱後之除威儀キゆへl廿可石之と／居候庭、柑後　十六着之

時、朝鮮言葉㊧稽市として彼地へ罷渡⑨便所、或H町代官之内、浴之イI

形を‘克居候もの有之、炭情人之炭をイ＼招来候を叱り、l羞之勅題紺．ふくゝり

「－†巌宣芝ハム之軌那人妹外、、l′磁し、傍崩胴と申㊨訓導㊧ノJ之㌻－吉

子店中候所、達文目題恕‡L我l或l之人趨辱め候ハ吏止成事恢哉と徴、巾候

ゆ　　へト剛付1憫縮致し相lrメ帆此卓二付傾面も伸伸日揮之内風

儀ヶ桜二変し帆人概、壬最㊤乱後、轡完様一代よ。光雲院轡揖迄ハ

雌】上之主たる二軒低。兄室院梢中頃より人龍院様御裾lまてハ避上之たる諭
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帆人龍院様rll比よノり己後　者　引上らるゝl伯低地レ之ヲ避し之ヲ候時ポ彼

侶⑧千▲成れ軋′之榔ノ空軍ハト⑳手聖巌′、卜㊧干購筈之軋
れJJL）る・】lL■）沌＿伏所、↑ll＿lりはlりノ川（′ル）こと浣シl左　ハIl Llは、

帆　天龍院様御代し1－1比召まだ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　廃し之

渡し之と中根l血　戚柄彼方一移り此ノJハ机．卑属卜致し候様二成口仲rl・用【恢ゆへ、

払止去去しノここ烏盟益ヲ畠適ン．i撒苗遊椚可致事」軋重盗適に㊨蛋？

螺り上し彪＿プ盟迷剋±亦不レIlt‾　柔七亦至上韮卜小、世墟するの道越巾たる

言姐凍糾明、朝酢と御隣交之際ノ、此心得叶蝕掛軋

（／l十）■l■紬最初之時分、訳出共二割し東粟は裁判同然之人＿一便と申たる者有

之帆tl、足ハ不敬とも何申又ハ文盲戒とも何巾候。惣体往節、乱後引移り之

事二候故、東英之事を舘守なとへ被仰遣帆御年別1之書状搾㊨た漉さか残

り居候越捌候面も多くハ東東と州非候様∴川見訳官ともハ御＝人之…1人之如t

御挨拶ギ鮒l兄、甚尊人なる弔＿候。足ハ過キ111たる－て候l比後／lノ書出之■Jf起り

帆rIi朗那之存人何分＿可有之候哉。隣交諸事異変ハ石之聞敷哉と人、甜牒之心

越懐キ候より東莱甘殊外あ吐盤候l†lJ、能ゝ承候得ハ、東英ハ　■■■■■■之人＿候ゆへ

殿様より■tli階候へハ慮外らしく可小事＿無之候とて、半1人之中越小様一小

たる人もム‾之候日脚閑古【地人民を御代ゝ被相伝候。候伯之御身イl英へハ舶莱

比拉致へキ㊨椛無之候と叫所JL、鮎ヒ之候弘道非．イ＼及＿品1候。惣休義を

以■桐酎鵬不冊傾得ハ、彼力僑慢二候得ハ英勢越恐候lr1日別居致し、彼／川堀

致しイ防得ハ、異軋．を侮り此方脚慢二成り′恨事人情之常弊候ゆへ、彼か、如何

様＿変し候ノーヒ　此〟／ヽ上∈権度を些シ不IH防様＿石之度瓢二御座候。掛一］餌破船致

し候渡時　偏　裁判不念ゆへ三ペ付、裁判一拍吃とPJ被仰付串二候と訳ノ百とも中

一遠■…■小■■■■㊦惜武邑嵐模様二候故、兎角重キ御叱り鮎扁㊧棚里人不

Lと訂佃よりも巾束　御臥l山も一一康一被仰付可燃中二候と巾候而細を異邦

軋候仰ユ多①イ丁之候所／．嵐之内＿石之低寧以上且＿盟＿二上宝上巳不し可し従7也と

・l儲鮎、此方より披仰遣候ハ海卜之儀ハ粛’㊨より、父子之粗品も蓮違

鮎、虹醐品購申さぬもの＿蛸壷′てノ柿同加波船表し候串、裁判②鵠

たる軋而無は侃才・沌裁判遠科二行中朝■か、ゝ隣交⑪㊥断遠√…と有之候而

苗、ん伝之本譜のことく決両脚許容不破成事候臥此度訳官Jr急便被申開様

こと被仰追候。英後ハ浮古も段ゝ相山疾。諸41此心牡有之度阜＿御座候。兎
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角以し義「ト1㌦候時ハ推し躁惑萎縮致し†l長巾ハ無之笥二帆

（ム＝几1）謂信之交と申事、人、申拓＿候日とも多九省、′ン薫を分明二十什車イ1

之候。淵日と品、実意とl仙＿．「日、町ィ、し欺小しノ恒甘えを以交り帆鮎肛一とハ

巾帆釧即と．減の淵が交越日用踊桁と県召候＿成恢Irlい送便をも悉く御辞退

被成、少も彼凶之造イ1徹り戊′不被成脚、はくてハまことの誠信とハ鄭中、英

咽皮の歯は岬桓而′、舶之印刷中や志軋此榊易歳㊧事
二而無モ之、＝今まセ什束．，岨い彼回よりも溶射H改可中とも被巾l肌野幌聞、

何とそイ1束帯先兵通被成矧札此l爾黒点御取失ひ娠之様二被成度項二傾。日

本人⑳相生離乳一以レ五山と申叔丹之文も相州蓑）国之之里人分－
＼イトり

相和とも送帖接待を初口今鮎川東通雛致候ハ教則－．1之性を被恐候より弔起りた

る廟そ脚崩。①後之魚戚今ヒ①ハ甚蒔ク脚痛表、此後ハ動州之人定箭哀義

之習ひを失ひ、惰慢之心成恢′、、必ハ前」い候適、イ‖J某之木ノJ川1如く成行可

rllゆへ、酬鮮幹車之人ハ拉亡、得肝要之軋御座候‖　とかく別離之甘I晋を辟知

り不Ill候而ハ、封一臨．何之J′珊‖川様も無之、浮∴雑調ハいか程有之候両も

益無之候故、紺kl人典、1交■川脇要之．1亨、川珂比留惣兵衛十hl／候矧憐通交、榔Il盲

儀れ衛門什斥候通交通船机抽畑を苗㊨姐．1臓巌、⑪㊥遊
〔ハ　たし

い′（l＼L

m　　ポー帆，

・享保l　㊥．伸イIl　川侶

雨森束正郎㊥

3．あとがき

本石封まrまえがき」でも冒己述したごとく、本．1は、18l什紀初期の封朝鮮外

交の指針ガというべきものであるが、こしi時、㌢】川．腑から対研那外交の政治、

紬済、交易、文化交流、異文化叩解を委ねられ、最前線で対朝鮮との交渉に活

躍した雨森月洲個人の見識としてのみならず、、1州の対軌蝉との総合「l勺理解に

今日的イ耐l百を有しているところに意味がある。＝抑・別冊■可の交渉と交流は地

勢的にも政治的にもH牒沌l仲のl集J係から永遠に脱する判はできない。ゆえに叔
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力は宿命的な関係を有していると言える。硯口本政府が提唱する「東アシア外

交」の意義と実現が今後ますます期待されるところである。温故知新。今後臼

糾・鞘・中の唇歯・輔巾の関係がますます塵調されようし、一国は遠い関係から

近くて近い「酬系に移子rLつつ、緊据な机互作用が増進していくであろう。特に、

」ヒ闘鋸との関係は今後の東アジアの平和と安全にとって間際的焦眉の重要課題

である。その意味でl’交憐提眼目の内容は今後の相互理解において小唄するも

のが何であるかを訴えて余りあるといえよう。

ところで、‾交隣接軌】Jlは、これまで部分的に取り卜げられ言及されること

はあっても、その全休が解読され、論述されることはなかったのみならず、原

土日は現存の他の今≠木との比較照合も末だ明らかにされていない。∧筆者はそのこ

とを痛感し、その肥掛ナとして浅学を省みず果敢に両君の異同の考祭を試みた「，

なお、他の′写本は未見であるので、機会を見て『交隣提耶Jの原本の実相と
、11時の日朝関係及び今日的問題の所在と意義を考察してみたいと県う〔〕

末尾ながら、、l′成21年9月、『l耳文学年次別論文集Mlり行の案内が郵送され

た。これは紀要・ツ会誌の論文・資料を7貞製版によって複製、収録し、時代

別・ジャンル別に分類し一年毎に刊行される「年次別論文集」との由。その巾

に拙論「ド1、森月洲署IJ交隣提醒】（鯨岡寺岡史編纂垂艮会所蔵本）について－

その　▲く人阪繹済法科大・諭娠92＞、所収誌名「番号5－216」が採択され、

掲哉されることになった。案内によると、「平成HL年版国文学文献∪録」に

収録論文を明記、2010年5月作成のチ定とのことである。深謝する次第である。

［2009年10上川朋引
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